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日常生活環境 下に おける ETS個人曝露評価に関する研究
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　 N一ニ トロ ソアミ ン
ー

○雨谷敬史r 倉林健太郎，大浦健

静岡県立大学環境科学研究所

　環境中たば こ 煙 （ETS）に は様々 な有害物質 が含まれてお り、受勤喫煙時に は こ れ ら の 化合物 に曝 露され
る と考えられ る。しか し、日常生活に おける受動喫煙 の 程度、すなわ ち 有害物質 の 曝露量を定量的に把握す
る こ とは ほ と ん ど行われ て い な い。そ こ で、本研究で は、ETS マ

ー
カーと し て 優れ て い る化合物を検索 し、

そ の分析法を確立すると共 に、受動喫煙の 程度 を定量的 に 表現する こ とを目的とした。
演者らは、こ の うち吸入可能粒 予状物質 （RSP ；Respkable　Suspended　Particlesある い は RPM ；

Respirable　Particulate　Matter）、多環芳香族炭化水素 （PAH ）、ソ ラ ネ ソール 、　N 一ニ トロ ソ ア ミ ン に つ い て 、日常
生活環境下で の 個 人曝露量 を 評価し う る 手法に つ い て検討を行 っ た。
1） RSP

　　　睡 吸 に よ り肺や気管支に侵入 しうる RSP は、健康影響を考 え る 上 で 重要 で あ る。　ISO の 澗 定法 マ ニ ュ

　　アルでは、4．0μ m 以下の微小粒子として い る が、サ ン プラ
ー

の 入手が容易な PM ，， （2．5μ m 以下 の 微小

　　粒子）で代用可能と考え られ る 。 手法 として は、PM2 ．s個 人曝露測定用 の サ ン プ リ ン グヘ ッ ド （フ ィ ルタ

　　
ー一

ホル ダー）に低騒音型 の パ
ー

ソナルポ ン プ （例えば柴田 科学製 MP 一Σ 150S な ど） を接続 したサ ンブラ

　　
ー

を用 い て 、 テ フ ロ ン コ
ー

テ ィ ン グフ ィ ルタ
ー

上 に粒子状物質を捕集 し、1μg まで 測定可能な電子天秤

　　で フ ィ ルターの重量を測定す る。フ ィ ル タ
ーは 測定 の 前後 で 湿度 50％の デシ ケ

ー
タ内 で 恒湿化 し、それ

　　ぞれ 24 時間の 間隔をあけて 複数 回 秤量す る。 こ の とき の 連続 した 2 回 の 秤量値 の 差が 2μ g 以下と な る

　　ま で 恒湿化 を続 け る。冬期に は 静電気対 策が必要 で あ る。また 、 個 人曝 露を測定する場合には秤量可能

　　な RSP 量を捕集す る た め に 24 時間程度 の 捕集時間が必要 とな る こ とが多い。
2） PへH

　　　PAH は空気中の 代表的な発がん物質群 で ある e 有機物の 不完全燃焼か ら発生するため、工場、焼却場、

　　自動車な どの 屋 外発 生 源 や 加 熱調理、線香 ． 屋内排気型石油ス ト
ーブな ど、たば こ 以外 の 発 生源が 多種

　　存在 し て い る。PAH はガス
ー

粒子 の分配が あり、 2−3 環の PAH は主 にガ ス 状、5−7 環 の PAH は主 に 粒子

　　状 で 存在 して い る が、こ こ では、発がん性の観点か ら粒子状 PAH の み を対象と す る 。粒子状物質の捕集

　　は RSP と同様に行 う。得られ た サ ンプルを ジク ロ ロ メタ ン あ る い は トル エ ン ー
エ タ ノール 混合溶媒な ど

　　で 抽出 し 、 アセ トニ トリル に溶媒転換 して HPLC 〆分光蛍光検出器 で 測定す る か、ノ ナ ン 等 に 溶媒転換 し

　　て GC ／MS で測定する。質量分析計を使用する場合には 、市販 の PAH の 重 水素体を内部標準ある い はサ

　　ロ ゲー
トな どと して 用 い ると、よ り信頼性 の 高 い 手法 と なる。

3） ソラネ ソ
ー

ル

　　　ソラ不 ソ
ー

ルは炭素数 45 の イ ソ プレ ノ イ ドア ル コ
ー

ル （脂肪族 ア ル コ
ー

ル の 一種〉で 、なす科の 植物

　　に含ま れ て お り、一一一
般に ETS に 特異的な化合物と考 え られ る 。

　RSP に含 まれ る た め、捕集は RSP の 捕集

　　と同様に行う。抽出は メ タ ノ
ー

ル を 用 い た振と う抽出法 （60 分）で行い、得 られ た抽出液を遠心分離 し

　　た一［橙 み を HPL （級 光光度法 で 分離分析す る 。検出波長は 205   で 行 う。使 用 す る 波長が短 い ため、汚

　　染に注意する 必要があ る。HPLC 移動柑 には 5％ メタノ
ー

ル含有 ア セ トニ トリル を用 い る が、　HPLC ポン

　　プで 混合 し た と き に ベ ー
ス ラインが安定 しな い 場合は、あ らか じめ メ タノ

ー
ル を ア セ トニ ト リル に混合

　　して か ら使用する と良 い 。
4） N 一ニ トロ ソアミ ン

　　 ETS に含まれ る代表 的な発がん物質群 の 1つ で あ る、　N 一ジ メ チ ル ニ トロ ソ ア ミ ン （NDMA ）や N 一ジエ

　 チル ニ トロ ソ ア ミ ン （NDEA ） は ETS 以外に 食 品、水 な ど様 々 な環境中に 存在す る e
　NDMA は GCIMS

　 測定時 に感度 が低 く、こ れ ま で は GCM コA （熱エ ネ ル ギー
分析器）と い うニ トロ ソア ミ ン に高感度な検出

　 器 が 使用 され て きた ・ N 一ニ ト・ ソ ノ 丿に コ チ ン （NNN ）や 4−（メ刋 に ト・ ソアミ ノ）
−1−（3一ピリジ ル）

−1一

　 ブ タ ノ ン （NNK ） は ETS 特異的な ニ トロ ソ ア ミ ン で あ る が 、 発生量が少なく、 こ れまで に日常 生活環境

　 下 で の 個 入曝露量 を評価し た 例 は ほとん どない
。 NDMA ，　NDEA ，　NNN ，　NNK の分析法 は、現在 の と こ ろ

　 XAD −4 な どの 吸着剤を充填し たカ
ー

トリッ ジを用 い て 吸着捕集し、溶媒抽出して GCIMS などで 分析す る

　 シ ス テ ム を検 討 して い る 。
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